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Thinking in Englishでネイティブレベルの Paperを書く

(How to Write an English Medical Paper that will be Published :

A Guide for Japanese Doctors)

岩田 誠(東女医大名誉教授・神経内科学)

畏友相川教授が書かれた本ということに大きな期待を抱

きつつ，手元に届いた本書を早速読み始めた．親切なこと

に，本書の冒頭には，「本書の使い方」という章があり，そ

こには「使用法の実際」という読み方のガイドが書かれて

いる．そこにある「一般的な使い方」という方の読み方の

指示に従って，ざっと読んでみることにした．このガイド

によれば，まずは英文の方は読まずに日本語の部分だけを

読むこと，となっており，そうすれば45分間で読了するは

ずなのだが，ガイドの中では，本書を読む上での禁忌とし

ている英文の部分までも熟読してしまったために，一応目

を通すのには結構な時間がかかってしまった．それという

のも，英文の部分も，読み飛ばすにはあまりにも面白かっ

たからである．特に，Part に紹介されている英文の文章

は，大変面白い．ここには，日本人の間違いやすい表現で

書かれた文例が100件掲載され，その間違いの解説と，修正

されたより正しい文章が示されている．間違いのある文章

の中には，一見どこが不適切なのか判明しがたいものも少

なくないのだが，修正された文章とその解説を読むと，は

はーなるほどと納得したり，思わず苦笑してしまったりす

る．やっぱり自分は日本人であることを改めて認識すると

同時に，言葉の勉強の面白さに引き込まれてしまうのであ

る．

順番が前後してしまったが，もちろんPart の内容は

極めて重要である．ここには，単に英文の書き方といった

瑣末なことだけでなく，論文というものを作成するための

基本的な注意が，こと細かに述べられており，まさに本書

は論文執筆の作法の書なのだということが分かる．特に，

原稿の準備やその構築に関する基本的な注意事項や，タイ

トルの書き方など，いかなる言語の論文の場合であろうと

も，これから論文を書く人にはぜひとも読んでおいてもら

いたいことが，大変親切に書かれている．また，投稿時の

編集長への書簡，すなわちCovering Letterの意味や，そ

の書き方に関する注意も，論文を投稿する人にとっては大

変有用な情報であろう．

今はもう30年以上前のことになるが，私が米国留学中に

師事した故Harry M Zimmerman先生は，患者のことを

caseと表現したり，患者の性についてmale，femaleと表

現したりすることを固く禁じられ，人間を対象としている

ことを忘れないようにと絶えず私たちを諌められた．その

恩師が繰り返し言っておられたのと全く同じ注意が本書に

書かれていることを発見し，私は大変嬉しく思った次第で

ある．そんなことから，若い医師や医学研究者たちに，私

は共感を持って本書を薦めたいと思う．

B5・頁 232・定価 3,990円(本体 3,800円＋税 5％)

2008年［ISBN978-4-260-00476-3］医学書院刊

©
IG
AK
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
00

8
 

2026/09/17 19:33:23


